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Yeso 谷 1960.2.2－2.20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y-1 キャラバンの出発点 C.ロラーダ鉱山       Y-2 同上途中の水場（vega）でラバに給水 

（サンチアゴからの陸路到着点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y-3 イエソ谷モレーンをボッカ                   Y-4 イエソ谷 BC 谷奥の C. Blanco が見える 

（丹波・クラウセン・バスケ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y-5 C1 から Cuerno Blanco（5030m）を望む           Y-6 C. Blanco 南面の氷河を上る 
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Y-7 C. Blanco 中腹より見た Co. Bello(5200m) 

 

 

 

 

 

 

                                                      Y-8  チリ中央アンデスでは氷河は乾燥のため 

ぺニテンテ化している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y-9  同上氷河のぺニテンテ氷柱は 1.2～1.5m まで              Y-10  同上氷河のテーブルストーン 

成長している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y-11  C. Blanco 南面氷河を上る                        Y -12 チリ中央アンデスの山々（東北方面を見る） 
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Y-13 クラウセンと共に                   Y-14 C. Blanco 頂上から見た無名峰（5100m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Y-15 同上無名峰東南陵の氷結クロワールを登る     Y-16 同峰をセロ・コーベ（5100ｍ）と命名 

パートナー・クラウセン               （1960.2.13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y-17 サリィリャス谷をマルモレホ峠に向かう                     Y-18 マルモレホ峠にて 
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Y-19 マルモレホ峠（4000m）のキャンプ地 

 

 

 

 

 

                                                           Y-20 高所キャンプ（5500m）から 

マルモレホ峰（6100m）に連なる氷雪原 

 

 

 

 

 

Y-21 マルモレホ頂上から北に連なるアンデスの主稜線/ 

東はアルゼンチン領の雪氷原 

 

Rio de los Cipreses 源流域 1960.2.27－3.14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R-1 シプレセス川に沿いキャラバンを進める               R-2 同上（馬方 2 人・ラバ 18 頭） 
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R-3 ビダ鉱泉近辺で野営                      R-4 シプレセス川底で氷河の痕跡を調べる太田 L 

 

 

R-5 同上 太田 L                         R-6 前進 BC への移動中の昼食－丹波他 

 

 

R-7 シプレセス氷河の頭                         R-8 シプレセス氷河上の前進 BC 
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R-9 シプレセス氷河の南側を見る            R-10 シプレセス氷河の東側（H.クルス博士峰）を見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

                                                          R-12 シプレセス氷河を南下する 

 

 

 

 

 

 

 

R-11 シプレセス氷河のクレパス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        R-13 シプレセス氷河を北上する                   R-14 シプレセス氷河の西陵氷河を登る 
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R-15 シプレセス氷河の北東を見る                 R-16 シプレセス氷河を俯瞰（北東方向）する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R-17 シプレセス氷河の西陵をロサーレスと登る                 R-18 同上 西陵氷河を登る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  R-19 無名未踏峰（4450m）を日智鋒と命名/豊田－             R-20 シプレセス氷河の東陵 

フェルスター・ロサーレスと共に(1960.3.6) 
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R-21 チリアンデスの主稜に連なる山々 

   （北東方向を見る） 

 

 

 

 

 

 

                                                             R-22 シプレセス川流域の flora（名前不詳） 

                                                                                  

 

 

R-23 シプレセス川流域の flora 

（田中薫・教養部奥田両教授の依頼で撮影） 

 

Colorado 谷の遡行と源流の山々 1960.3.19－4.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C-1 コロラド谷のキャラバン 

 

                                                              C-2 ラバ 24 頭をまとめるのは 

馬方マニュエルである 
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C-3 キャラバンは深い渓谷の断崖の道を行く       C-4 すでに初冬に入った新雪の斜面を登る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C-5 陸軍山岳学校派遣の伍長が射止めたグアナコ 

 

 

 

 

 

 

                            C-6 射止めた獲物に喜ぶ同ボカス中尉と太田 L 
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C-7 伍長は鷲１羽も撃ち落とした        C-8 国境の無名鋒（5136m/太田）・（5126m/太田）・

（4518m/丹波）の初登 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C -9 いずれの登攀でもアルゼンチン領のアコンカグアが迫ってくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             C-11 同山行日チ全メンバー 

 

 

C-10 コロラド谷山行チリ側リーダー・ 

ミルスと馬方マニュエル 
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山群 登頂山岳 1960 登頂者

C. Blanco, 5200 3. 13 太・豊

Co. Kobe, 5100* 2. 13 豊田

Co. Bello, 5200 2. 14 丹波

Marmolejo, 6100 2. 20 全員

Co. C-Japón, 4450* 3. 6 豊田

Co. Cotón, 4550* 3. 11 豊田

Co. Cotón N, 4350* 3. 12 太・丹

Co. Amarillo, 5136* 3. 25 太田

Co. Expedición, 5126* 3. 25 豊田

Co. Altar, 4518* 3. 25 丹波

Nev. Leiva, 4669 3. 26 丹波

Co. Columpios, 4200

- N.(北峰)* 3. 28 太・丹

- S.(南峰)* 3. 28 Chile

注：
*
印の山名は初登(100年誌付表より)

第2次日チ遠征まとめ

第1

山行
(Y)

第2

山行
(R)

第3

山行
(C)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  C-12 M 馬方の愛犬（山行に同行）と丹波      C-13 全員が酒宴に招待された陸軍山岳学校全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C-14 同校正面玄関 

                                              以上 

 

注記：掲載画像は遠征記録として残る 350枚のスライドから厳選し、写真屋で画面のクリーニングを 

行ったが、年数が経っていることもあり、一部のピンク色への変色は治らなかった。 
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